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六
月 

別
名 

水
無
月
（
み
な
づ
き
）
・
建
未
月
（
け

ん
び
げ
つ
）
・
季
夏
（
き
か
） 

『
六
月
の
花
』 

花
菖
蒲
、
ア
イ
リ
ス
、
紫
陽
花
、
九
輪
草
、
敦
盛
草
、

泰
山
木
、
雪
の
下
、
カ
ラ
ー
、
大
山
蓮
華
、
卯
木
（
う

つ
ぎ
）
、
さ
つ
き
、
夏
椿
、
額
紫
陽
花
、
立
葵
、
銭

葵
、
ど
く
だ
み 

参
考 

鈴
木
充
広
著「
暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」河
出
書
房 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カ
ル
ミ
ア
（
赤
城
自
然
園
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      

『六
月
の
言
葉
』 

聖
書
は
一
名
こ
れ
を
イ
エ
ス
・キ
リ
ス
ト
の
伝
記
と
い
っ
て

よ
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
旧
約
聖
書
と
い
う
も
の
は
、
キ
リ

ス
ト
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
く
る
ま
で
の 

準
備
を
述
べ

た
も
の
で
あ
っ
て
、
新
約
聖
書
は
キ
リ
ス
ト
の
こ
の
世
に
お

け
る
行
動
や
、
あ
る
い
は
直
接
キ
リ
ス
ト
に
接
し
た
人
の

言
行
等
を
伝
え
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
も
し
聖
書
の
中
か

ら
キ
リ
ス
ト
と
い
う
人
物
を
取
り
除
い
て
み
る
な
ら
ば
ち

ょ
う
ど
穹
（
ゆ
み
）
型
の
石
橋
か
ら
枢
（か
な
め
）石
を

引
き
抜
い
た
よ
う
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
全
体

が
意
味
も
形
像
（
か
た
ち
）も
な
い
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
聖
書
が
解
し
が
た
い
の
は
文
字
の
故
で
は
な

く
、
ま
た
理
論
が
込
み
入
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
て
、

実
に
キ
リ
ス
ト
が
そ
の
枢
石
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
ら
な
い

か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
ひ
と
た
び
キ
リ
ス
ト

と
彼
の
真
意
と
が
分
か
り
さ
え
す
れ
ば
、
聖
書
ほ
ど
面
白

い
書
は
世
の
中
に
ま
た
と
な
く
、
ま
た
こ
れ
ほ
ど
読
み
や

す
い
書
は
な
い
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

内
村
鑑
三
著
「一
日
一
生
」
五
月
十
八
日 

 

令和 3年 6月（215）

（207）

（（（No2011

）  

 
医院だより  

目
次 

１  

六
月
の
花
、
六
月
の
言
葉 

 
   

 

２ 

六
月
の
暦
、
お
知
ら
せ
、 

 
     

３ 

発
熱
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
（
群
馬
・
埼
玉
） 

 
 
 
 

 
 

健
康
テ
レ
フ
ォ
ン
、
日
野
原
先
生
語
録 

４ 

詩
、 

け
ん
こ
う
（
１
３
９
）   

８ 

院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（
１
８
５
） 
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 『
六
月
の
暦
』 

 
 

 
一 

 

日 

電
波
の
日
、
写
真
の
日
、
気
象
記
念

日 

 
 

二 
日 
横
浜
開
港
記
念
日
（
一
八
五
三
）
、

本
能
寺
の
変
（
一
五
八
二
） 

 
 

四 

日 

歯
と
口
の
健
康
習
慣
、
金
沢
加
賀
百 

万
石
ま
つ
り
、
伝
教
大
師
忌 

 
 

五 

日 

芒
種
（
稲
や
麦
な
ど
穂
の
出
る
植
物

の
種
を
ま
く
頃
の
こ
と
を
呼
ぶ
）
、

世
界
環
境
デ
ィ 

 
 

十 

日 

時
の
記
念
日 

 

 
 

十
一
日 

入
梅 

 
 

十
五
日 

弘
法
大
師
誕
生
会 

 
 

十
九
日 

桜
桃
忌
（
作
家
、
太
宰
治
、
玉
川
上

水
に
て
入
水
自
殺
） 

 

 
 

二
十 

日 

父
の
日 

二
十
一
日 

夏
至 

二
十
三
日  

沖
縄
慰
霊
の
日 

二
十
九
日 

ビ
ー
ト
ル
ズ
来
日
（
一
九
六
六
） 

 
   

 
 

 
 

参
考 

令
和
３
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日『
今
日
は
何
の
日
か
？
』（
講
談
社
） 

お
知
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証 

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 

 

○ 

禁
煙
外
来 

     

○ 

骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○ 

ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○ 

Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○ 

胃
カ
メ
ラ(

九
月
よ
り
再
開)

・大
腸
カ
メ
ラ
（、
現  

在
は
休
止
）  

○ 

肺
炎
球
菌
・ 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

〇 

発
熱
対
応 

四
月
以
降
も
継
続
中 

（
五
、
発
熱
外
来
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
） 

三
、
当
番
医 

七
月
四
日
（日
）、
九
時
か
ら
十
八
時
ま
で 

四
、
外
来
の
予
約
診
療
の
一
時
休
止
に
つ
い
て 

外
来
の
混
雑
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。 

待
ち
時
間
を
減
ら
す
努
力
は
い
つ
も
心
が
け
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
災
禍
の
た
め
、
発
熱
外
来
、
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
主
に
し
て
、
藤
岡
で
の
蔓
延
を
抑
え
終

息
に
導
け
る
よ
う
、
他
の
医
療
機
関
と
と
も
に
務
め
る

必
要
が
あ
り
、
外
来
予
約
制
は
一
時
休
止
い
た
し
ま

す
。
体
調
が
極
め
て
優
れ
な
い
方
は
直
接
窓
口
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

五
、
発
熱
外
来 

４
月
以
降
も
継
続
し
て
い
ま
す 

 
 

一
般
の
慢
性
疾
患
で
通
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
と
分

け
て
（動
線
を
別
に
し
て
）診
療
す
る
こ
と
が
必
要
な
た

め
以
下
の
よ
う
に
診
療
し
ま
す
。  

 

 
 

 

・ 

発
熱
外
来
は
完
全
予
約
制
で
行
い
ま
す
。 

 
 
 

・ 

発
熱
・風
邪
症
状
が
あ
る
方
は
ま
ず
お
電
話
い
た

だ
き
、
医
院
の
案
内
に
沿
っ
て
待
機
し
て
く
だ
さ

い
。 

 
 
 
 

 
 

 
 

医
院
の
電
話 

０
２
７
４―

２
２―

８
３
１
５ 

発
熱
外
来
対
応
時
間
と
、
予
約
時
間
は
次
の
通
り
で
す
。 

原
則
と
し
て
か
か
り
つ
け
の
方
の
み
と
な
り
ま
す
。 

                

 

発熱外来 午 前 午 後 

月、火、水、金 12：00-13：00 17：00-18：00 

木，土 11：00-13：00 なし 

予約受付時間 午前 午後 

月、火、水、金 8:30-12：00 17:00-18:00 

木、土 8：30-11：00 なし 
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 か
か
り
つ
け
で
は
な
い
方
は
相
談
セ
ン
タ
ー
に
連
絡 

し
て
く
だ
さ
い
。 

    

六
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 

電
話
〇
二
七―

二
三
四―

四
九
七
〇 

http://w
w
w
.raijin.com

/kenko/ 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

  

         
 
 
 
 

 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

   

老
人
の
い
の
ち
を
豊
か
に
す
る
七
箇
条 

 

日
野
原
重
明 

 

一
、 

な
る
べ
く
動
く
よ
う
な
環
境
に
置
き
、
上
げ
膳
据
え

膳
に
し
な
い 

二
、 

な
に
か
し
ら
の
義
務
、
仕
事
を
与
え
る
こ
と 

三
、 

食
事
に
つ
い
て
う
る
さ
く
言
わ
な
い
こ
と 

四
、 

生
活
の
環
境
を
で
き
る
だ
け
豊
か
に
す
る
こ
と
、 

住
宅
の
環
境
、
食
事
の
環
境
、
生
活
の
環
境
を
整
え
る

こ
と 

五
、 

よ
き
聞
き
手
に
な
る
こ
と
。
顔
を
向
け
、
視
線
を
合
わ

せ
る
と
い
う
こ
と
は
そ
の
人
を
豊
か
に
す
る 

六
、 

生
き
る
希
望
を
一
緒
に
探
す
。
小
さ
な
望
み
の
た
め
に

今
日
が
耐
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 

七
、 

清
潔
に
し
て
あ
げ
る
こ
と
。
失
敗
が
あ
っ
て
も
知
ら
な

い
ふ
り
を
し
て
、
プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
な
い
こ
と 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

日
野
原
重
明
著
「い
の
ち
の
言
葉
」 

 
 

       
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

群馬県受診・相談センター 

（２４時間対応） 

0570-082-820 

前橋市受診・相談センター 

（午前８時３０分～午後９時） 

027-220-1151 

高崎市受診・相談センター 

（平日 午前８時半～午後５時１５分） 

前橋・高崎とも時間外は県のセンターへ 

受診相談 

027-381-6112 

一般相談 

027-381-6113，6114 

埼玉県新型コロナウイルス感染 

県民サポートセンター（２４時間受付） 

0570-783-770 

月 タバコと歯周病 

火 口腔機能低下症って何だ？ 

水 子供の夜泣き 

木 お酒との上手なつきあい方 

金 カンガルーケアについて 

土日 役に立つお薬手帳 

http://www.raijin.com/kenko/
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癖 
 
 
 
 
 
 

茨
木
の
り
子 

 
む
か
し
女
の
い
じ
め
っ
子
が
い
た 

意
地
悪
し
た
り 

か
ら
か
っ
た
り 

髪
ひ
っ
ぱ
る
や
ら 

つ
ね
る
や
ら 

い
い
イ
ッ
！ 
と
白
い
歯
を
剥
い
た 

 

そ
の
子
の
前
で
は
立
ち
往
生 

さ
す
が
の
私
も
閉
口
頓
首 

や
な
子
ね
え 

と
思
っ
て
い
た
の
だ
が 

卒
業
の
と
き
小
さ
な
紙
片
を
渡
さ
れ
た 

 

ワ
タ
シ
ハ
ア
ナ
タ
ガ
好
キ
ダ
ッ
タ 

オ
友
達
ニ
ナ
リ
タ
カ
ッ
タ
ノ 

た
ど
た
ど
し
い
字
で
書
か
れ
て
い
て 

そ
こ
で
私
は
腰
を
ぬ
か
し 

い
え 

ぬ
か
さ
ん
ば
か
り
に
な
っ
て 

 

好
き
な
ら
好
き
と
ま
っ
す
ぐ
に 

 

ぶ
つ
け
て
く
れ
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い 

遅
か
っ
た 

菊
ち
ゃ
ん
！ 

も
う
手
も
足
も
出
な
い 

 

小
学
校
出
て
す
ぐ
あ
な
た
は
置
屋
の
下
地
っ
子 

 

以
来 

い
い
気
味 

い
た
ぶ
り 

い
や
が
ら
せ 

さ
ま
ざ
ま
な
目
に
あ
う
た
び
に 

心
せ
よ 

こ
の
ひ
と
ほ
ん
と
は
私
の
こ
と
好
き
な
ん
じ
ゃ
な
い
か 

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
だ 

花
神
社 

茨
木
の
り
子
詩
集
「
自
分
の
感
受
性
く
ら
い
」 

 
 

 
 

 
 

（
サ
ン
シ
ョ
ウ
バ
ラ 

赤
城
自
然
園
） 

 

    

け
ん
こ
う 

（百
三
十
九
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
（１
０
） 

 
 

は
じ
め
に 

 

２
０
１
９
年
１
２
月
３
１
日
、
中
国
湖
北
省
武

漢
市
に
端
を
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
数
か
月
で
世
界
各
地
に
感
染
が
広
が

り
、
も
う
１
年
半
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
世
界

中
で
も
身
の
回
り
で
も
こ
れ
ま
で
の
生
活
が
大

き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

今
年
に
入
り
、
１
年
以
上
経
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
当
初

の
ウ
イ
ル
ス
と
比
べ
て
、
感
染
力
や
病
原
性
が
増
加

し
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
株
が
複
数
、
誕
生
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も

の
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
型
変
異
（B.1

.1
.7

）
、
南
ア
フ

リ
カ
型
変
異
（B.1

.3
5

1
)

、
ブ
ラ
ジ
ル
型
変
異

（P1
)

、
そ
し
て
イ
ン
ド
型
変
異
（B.1

.6
1
7

)

が
あ
り

ま
す
が
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
感
染
者
、
死
亡
者
数
の

急
増
は
変
異
型
に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
に
対
し
て
２
月
か
ら
日
本
で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
始
め
ら
れ
、
接
種
率
は
ま
だ
低
い
（
６
５
歳
以
上

群
馬
県
、
３
３
％
（
１
回
接
種
）
５
％
（
２
回
接
種
）
）

と
は
い
え
、
一
筋
の
光
明
が
見
え
て
き
た
こ
と
に
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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１ 

世
界
と
日
本
、
群
馬
県
の
感
染
者
数 

 
 

（死
亡
者
数
） 

（６
月
１
３
日
現
在
） 

１
か
月
前
か
ら
の
変
動
も
併
せ
て
示
す
。 

世
界  
１
億
５
３
５
５
万
１
４
５
８
人 

（
３
２
１
万
３
５
９
４
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

１
億
７
５
２
８
万
６
３
２
２
人   

 
 
 

 
 
 

 
 

（
３
７
８
万
５
３
４
２
人
） 

米
国 

 
 
 
 

３
２
４
７
万
１
５
６
２
人 

（５
７
万
７
５
２
２
人
） 

 
 
 
 
⇓ 

３
３
４
４
万
９
２
０
０
人 

（５
９
万
９
４
７
２
人
） 

イ
ン
ド   

 
 

２
０
２
８
万
２
８
３
３
人 

（２
２
万
２
８
３
３
人
）  

⇓ 

２
９
３
５
万
９
１
５
５
人 

（３
６
万 

７
０
８
１
人
） 

ブ
ラ
ジ
ル  

１
４
７
７
万
９
５
２
９
人 

（４
０
万
８
６
２
２
人
） 

⇓ 

１
７
２
９
万
６
１
１
８
人 

（４
８
万
４
２
３
５
人
） 

日 

本   
 
 

６
１
万
３
５
３
０
人 

（
１
万
０
４
８
７
人
） 

 
 
 
⇓ 

７
７
万
３
８
２
１
人 

（１
万
４
０
４
５
人
） 

東
京
都 

１
４
万
１
７
１
３
人
（１
８
９
８
人
）  

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

 

 
 
  

１
６
万
６
０
６
５
人(

２
１
５
０
人
） 

大
阪
府 

 

８
万
４
３
５
１
人
（１
５
３
２
人
） 

⇓
 

 
 
 
 
 

１
０
万
１
６
７
８
人
（２
５
２
４
人
） 

埼
玉
県 

 

３
万
８
５
２
２
人
（７
４
６
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

４
万
４
９
７
２
人
（８
１
５
人
） 

群
馬
県 

 
 

６
２
３
６
人
（
１
０
４
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

７
９
７
６
人 

（１
４
８
人
） 

前
橋
市     

７
２
３
人  

（７
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⇓ 

 
 
 
 
 
 
 

１
２
９
０
人  
（２
１
人
） ⇓ 

     

高
崎
市 

 
 
  

６
０
４
人  

（６
人
） 

⇓ 

１
２
１
２
人
（１
０
人
） 

藤
岡
市 

 
  

１
３
１
人
（０
） 

⇓ 

２
２
０
人
（０
） 

伊
勢
崎
市 

１
０
４
４
人
（７
人
） 

 
 
 
 
 
 

    
         ⇓ 

１
５
０
５
人
（１
７
人
） 

２
．
個
人
で
や
れ
る
予
防 

個
人
が
や
れ
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

Ａ 

３
密
（密
集
、
密
接
、
密
閉
）機
会
回
避
を
基
本

に
、
手
洗
い
、
睡
眠
、
栄
養
、
運
動
な
ど
個
人
の
問

題
と
し
て
対
応
を
と
る
こ
と 

Ｂ 

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種 

対
象 

 

か
か
り
つ
け
の
患
者
様
が
原
則
で
す 

接
種
順
番 

市
か
ら
の
広
報
通
り 

              
 

ジ
ギ
タ
リ
ス 
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 新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
住
所
地
外
接
種 

に
つ
い
て
（藤
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
） 

１ 

接
種
は
原
則
と
し
て
住
民
票
所
在
地
の
市
町
村

（
接
種
券
発
行
元
の
市
町
村
）に
な
り
ま
す
が
、 

２ 

や
む
を
え
な
い
事
情
で
住
民
票
所
在
地
以
外
に
長

期
間
滞
在
し
て
い
る
方
は
、
住
所
地
以
外
で
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
で
き
ま
す
。 

（１
）滞
在
先
の
市
町
村
に
申
請
が
必
要
な
方 

 

① 

出
産
の
た
め
に
里
帰
り
し
て
い
る
妊
産
婦 

② 

単
身
赴
任
者 

③ 

遠
隔
地
に
下
宿
し
て
い
る
学
生 

④ D
V

、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
、
児
童
虐
待
及
び
こ
れ  

 
  

ら
に
準
ず
る
行
為
の
被
害
者 

⑤ 

そ
の
他
市
町
村
長
が
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る  

 
  

と
認
め
ら
れ
る
者 

  

上
記
の
方
が
住
所
地
外
で
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、
郵 

送
も
し
く
は
窓
口
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

郵
送
申
請
の
場
合
：
「
住
所
地
外
接
種
届
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
接
種
券
の
写
し
お
よ
び
送
り
先
を
明
記
し
た
返
信
用

封
筒
（94
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）
を
下
記
ま
で
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。 

郵
送
先
：
〒3

7
5

-
8

6
0

1
 

群
馬
県
藤
岡
市
中
栗
須3

2
7

 

藤
岡
市
役
所 

健
康
づ
く

り
課 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
係 

窓
口
申
請
の
場
合
：
「
住
所
地
外
接
種
届
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
接
種
券
（
原
本
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

後
日
、
申
請
内
容
を
確
認
し
、
住
所
地
外
接
種
済
証
を
交
付

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

（２
）市
町
村
へ
の
申
請
不
要
の
方 

① 

入
院
・
入
所
先
の
医
療
機
関
や
施
設
で
ワ
ク
チ
ン
を
受
け 

 
 

 
 

る
方 

② 

基
礎
疾
患
が
あ
り
主
治
医
の
下
で
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
る 

 
 
 

方 

③ 

副
反
応
の
リ
ス
ク
が
高
い
等
の
た
め
、
体
制
の
整
っ
た
医 

 
 
 

療
機
関
で
接
種
を
要
す
る
方 

④ 

市
町
村
外
の
医
療
機
関
か
ら
の
往
診
に
よ
り
在
宅
で
接 

 
 
 

種
を
受
け
る
方 

⑤ 

災
害
に
よ
る
被
害
に
あ
っ
た
方 

⑥ 

拘
留
・
留
置
者
・
受
刑
者 

⑦ 

市
町
村
に
対
し
て
申
請
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
方 

 

≪

お
問
い
合
わ
せ
先
》 

健
康
福
祉
部 

健
康
づ
く
り
課 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
係 

Ｔ
Ｅ
Ｌ:

０
２
７
４―

２
２ 

―
 

１
２
１
１(

代
表) 

Ｆ
Ａ
Ｘ:

０
２
７
４―

 

２
２ 

―
 

７
５
０
２ 

    

対   象 予約受付開始日 

１． 医療従事者 開始中 

2. 高齢者施設の入所者・従事者 開始中 

3. 一般の６５歳以上の人（個別に通知が行きます） 

 （１）８５歳以上 開始中 

 （２）８０歳以上 開始中 

 （３）７５歳以上 開始中 

 （４）７０歳以上 6/１５から＾ 

 （５）６５歳以上 ６/２２から 

4. 基礎疾患のある人 準備中 

5. ６５歳未満で基礎疾患のない 16歳以上 準備中 

6. １２歳以上１６歳未満 準備中 
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 ３
．
早
期
治
療
に
関
し
て 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
な
い
か
調

べ
て
ほ
し
い 

① 

発
熱
等
の
症
状
の
あ
る
方
は
、
ま
ず
は
、
か
か
り
つ

け
医
等
の
身
近
な
医
療
機
関
に
直
接
、
電
話
相
談

し
、
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

② 

診
察
を
し
た
医
師
に
よ
っ
て
、
感
染
が
疑
わ
れ
る

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

③ 

ま
た
、
相
談
す
る
医
療
機
関
に
迷
う
場
合
に
は
、

「
受
診
・相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
電
話
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。 

（本
誌
、
２
ペ
ー
ジ
の
「お
知
ら
せ
」の
五
を
参

照
） 

 

４
．
医
院
と
し
て
の
対
応
の
現
状 

① 

２
０
２
０
年
９
月
か
ら
再
開
さ
れ
た 

   

胃
癌
検
診
な
ど
で
内
視
鏡
検
査
中
の 

   

感
染
防
止
対
策 

② 

一
般
患
者
さ
ん
と
の
動
線
が
重
な
ら 

    

な
い
た
め
の
対
策 

 

 

例 
 ① 

発
熱
者
は
院
内
に
入
ら
な
い 

② 

診
察
は
院
外
で
、
主
に
乗
用
車
内
で
の
診 

 
 

療
（
問
診
、
検
体
採
取
、
薬
剤
・
処
方
箋 

 
 

の
発
行
）
と
な
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け 

 
 

の
患
者
さ
ん
に
は
、
電
話
で
の
診
察
・ 

 
 

処
方
箋
発
行
も
あ
り
ま
す
。 

③ 

夏
期
テ
ン
ト
の
用
意 

④ 

軽
い
発
熱
、
風
邪
症
状
の
方
は
、
１
、 

 

２
日
間
、
家
で
過
ご
し
、
軽
快
し
な 

 

い
、
ま
た
は
症
状
が
強
く
な
る
よ
う
で 

 

あ
れ
ば
来
院
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

⑤ 

来
院
前
に
必
ず
医
院
に
電
話
を
し
て
、 

 
 

指
示
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

⑥ 

家
か
車
内
で
待
機
し
て
い
た
だ
き
ま
す 

⑦ 
可
能
な
限
り
携
帯
電
話
を
携
行
し
て
く 

 
だ
さ
い
。
携
行
で
き
な
い
場
合
は
玄
関 

 

扉
の
左
側
手
前
に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン 

 

を
ご
利
用
い
た
だ
き
指
示
を
お
待
ち
下 

 

さ
い
。 

⑧
そ
の
他 

５
． 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
（整
理
） 

(

１
） 

症
状 

３
７
、
５
℃
程
度
の
発
熱
や
呼
吸
器
症
状
が 

１
週
間
前
後
続
く
こ
と
、
強
い
だ
る
さ(

倦
怠

感)

、
の
ど
の
痛
み
、
筋
肉
痛
、
嗅
覚
・味
覚
障

害
な
ど 

(

２
） 

重
症
化
し
や
す
い
人 

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
な
ど 

(

３
） 

自
分
で
や
る
こ
と 

３
密
（密
集
、
密
接
、
密
閉
）
を
避
け
る 

栄
養 

感
染
に
対
す
る
防
御
と
し
て
重
要 

運
動 

免
疫
力
向
上 

(

４
） 

発
熱
や
せ
き
な
ど
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症

状
が
続
く
人
は
次
の
よ
う
に
。 

① 

か
か
り
つ
け
医
に
連
絡
し
て
指
示
を
受
け
る

方
法 

 

イ
． 

自
宅
待
機
の
指
示 

(

症
状
軽
く
解
熱
剤
で
対
処
で
き
る
と
き) 

ロ
． 

時
間
を
指
定
し
来
院
し
、
車
内
で
待
機
し
て

い
た
だ
く
場
合 

 

② 

か
か
り
つ
け
医
が
い
な
い
場
合 

（
一
般
的
な
相
談
の
場
合
） 

(

前
記
、
３
ペ
ー
ジ
、
五
の
３
発
熱
外
来
の

記
事
参
照) 

６
． 

医
療
機
関
に
入
る
前
に
（
７
の
重
複
も
あ

り
あ
ま
す
） 

・
３
７
℃
以
上
の
発
熱
が
あ
る
方
は
基
本
的
に

は
院
外
対
応
。 
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・
咳
、
く
し
ゃ
み
、
の
ど
の
痛
み
な
ど
風
邪

症
状
の
あ
る
方
も
、
同
じ
対
応
で
す
。 

〇 
院
内
に
入
る
前
に
、
電
話
で
医
院
受
付
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

〇 

携
帯
電
話
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
玄
関

に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い 

○ 

医
療
機
関
に
入
る
際
に
は
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
ほ
か
、
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

（
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
際
に
、
マ
ス
ク

や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ハ
ン
カ
チ
、
肘
を
使
っ

て
、
口
や
鼻
を
お
さ
え
る
こ
と
）
の
徹
底

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

亀
夫
婦 

竹
沼 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（百
八
十
五
） 

 

ま
ど 

◇
一
人
の
診
察
を
終
え
る
と
、
窓
際
に
あ
る
流
し

で
手
を
洗
い
、
外
を
眺
め
る
。
風
は
な
い
か
、
雨

は
降
ら
ぬ
か
、
向
か
い
の
薬
局
へ
行
く
ご
高
齢

の
方
た
ち
が
、
無
事
道
路
を
渡
れ
た
か
、
車
は

混
ん
で
い
な
い
か
、
御
荷
鉾
山
は
曇
っ
て
い
な

い
か
、
夕
焼
け
は
き
れ
い
か
否
か
・・・
今
診
た

患
者
さ
ん
と
の
会
話
・心
の
揺
ら
ぎ
を
反
芻

し
、
次
の
患
者
さ
ん
に
は
ま
た
わ
だ
か
ま
り
の

な
い
真
っ
白
な
気
持
ち
で
対
面
し
て
あ
げ
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。 

窓
は
緊
張
し
て
い
た
気
持
ち
を
ほ
ぐ
し
、
格
好

な
安
ら
ぎ
を
い
つ
も
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。
医

者
の
多
く
は
同
じ
思
い
を
感
じ
て
い
る
に
違
い

な
い
。 

◆
母
が
よ
く
話
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
母
の
女

学
校
の
友
人
が
自
分
の
兄
の
こ
と
を
話
し
て
く
れ

た
と
い
う
。
評
判
の
良
い
医
師
で
あ
っ
た
が
、
診

断
、
手
術
な
ど
で
ミ
ス
を
し
た
と
き
、
窓
の
外
を
じ

っ
と
眺
め
て
大
き
く
息
を
吸
っ
て
気
持
ち
を
平
静

に
し
切
り
替
え
て
い
た
と
い
う
。
私
は
子
供
の
こ
ろ

か
ら
母
か
ら
何
回
も
聞
い
た
。 

◇
も
う
一
つ
想
い
出
す
こ
と
が
あ
る
。 

私
が
大
学
卒
業
後
、
外
科
の
教
室
で
師
事
し
て
い

た
二
人
目
の
Ａ
教
授
は
、
先
輩
の
Ｂ
先
生
の
話
題

が
出
る
と
い
つ
も
こ
ん
な
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。 

 
 

肥
満
傾
向
で
あ
っ
た
Ａ
先
生
が
ま
だ
学
生
だ
っ
た

こ
ろ
の
こ
と
、
虫
垂
炎
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
Ｃ
初

代
外
科
学
教
授
が
執
刀
し
、
Ｂ
先
生
が
受
け
持
ち

医
に
当
た
っ
て
い
た
。 

◆
Ａ
先
生
が
肥
満
だ
っ
た
せ
い
か
術
後
、
運
悪
く
手

術
の
傷
が
膿
ん
で
し
ま
っ
た
。
Ｂ
先
生
が
回
診
に
回

っ
て
き
て
、
創
が
膿
ん
で
い
る
の
を
見
て
し
ま
っ
た
。

Ｂ
先
生
は
何
も
言
わ
ず
に
傷
口
を
看
護
婦
さ
ん
が

ガ
ー
ゼ
で
被
っ
て
い
る
間
、
窓
か
ら
外
を
眺
め
て
黙

っ
て
い
る
。 

そ
し
て
、
傷
の
具
合
が
ど
ん
な
様
子
か
知
り
た
い
患

者
の
学
生
に
背
を
向
け
た
ま
ま
、 

 

「ふ
ー
っ
」 

 

と
大
き
な
た
め
息
を
つ
い
た
と
い
う
の
で
す
。 

 

『後
ろ
姿
を
み
て
様
子
を
う
か
が
っ
て
い
た
私
は
、

そ
の
た
め
息
に
、
良
く
な
い
ん
だ
な
、
と
震
え
上
が

っ
て
し
ま
っ
た
』 

と
、
Ａ
先
生
は
２
０
年
も
前
の
出
来
事
を
懐
か 

し
む
よ
う
に
笑
い
話
に
し
て
話
し
て
く
れ
た
。 

◇
私
は
、
卒
業
１
０
年
後
、
Ｂ
先
生
が
院
長
を
さ
れ
て

い
る
病
院
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｂ
先
生
が

た
め
息
を
つ
く
場
面
に
立
ち
会
う
こ
と
は
な
か
っ

た
が
、
御
巣
鷹
山
に
日
航
機
が
墜
落
す
る
と
い
う

大
き
な
事
件
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
通
常
の
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患
者
の
診
療
の
ほ
か
に
、
マ
ス
コ
ミ
の
攻
勢
か
ら

患
者
を
防
御
す
る
こ
と
な
ど
慣
れ
て
い
な
い
対

応
に
Ｂ
先
生
は
神
経
を
休
ま
せ
る
暇
も
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。 

最
後
の
患
者
さ
ん
を
神
奈
川
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
施
設
に
送
り
出
し
た
後
、
そ
っ
と
ハ
ン
カ

チ
を
目
に
あ
て
る
姿
に
そ
の
つ
ら
さ
を
知
っ
た
。 

◆
我
に
返
る
。
窓
か
ら
の
光
は
多
く
の
諭
（さ
と
）

し
と
希
望
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
。
お
そ
ら

く
母
の
友
人
の
お
兄
さ
ん
も
、
Ｂ
先
生
も
窓
ガ

ラ
ス
を
通
し
て
形
な
き
大
き
な
存
在
と
の
会
話

を
経
て
、
あ
る
決
意
を
も
っ
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
を

踏
み
だ
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
も
こ
れ
も

も
う
、
百
年
、
五
十
年
も
前
の
話
だ
が
。  

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
卵 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

補
聴
器 

◇
新
型
コ
ロ
ナ
に
藤
岡
で
も
騒
然
と
し
始
め
た
こ 

 

ろ
か
ら
、
医
院
で
は
職
員
全
員
が
出
勤
時
と
、

午
後
の
診
療
開
始
時
に
体
温
測
定
を
続
け
て
い

る
。 

◆
起
床
時
の
検
温
で
は
、
よ
ほ
ど
静
寂
の
中
で
な

い
と
、
測
定
終
了
を
教
え
る
報
知
音
が
聞
こ
え

な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。 

『鳴
っ
て
い
ま
す
よ
』  

と
家
内
に
言
わ
れ
て
体
温
計
を
取
り
出
す
生
活 

は
自
分
の
聴
力
の
減
退
を
思
い
知
ら
さ
れ
、
一
日 

の
ス
タ
ー
ト
か
ら
出
鼻
を
く
じ
く
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ 

な
経
験
で
あ
っ
た
。 

◇
職
場
に
出
る
と
、
職
員
か
ら
体
温
計
を
渡
さ
れ

て
も
う
一
度
検
温
す
る
。
し
ば
ら
く
す
る
と 

『チ
チ
チ
チ
・・・』 

と
は
っ
き
り
音
が
聞
こ
え
、
３
７
℃
以
下
の
体
温

を
確
認
し
て
ホ
ッ
と
す
る
。 

◆
体
温
計
の
種
類
で
、
家
で
自
分
が
使
っ
て
い
る
の

は
旧
式
の
物
だ
か
ら
故
障
で
も
し
て
い
る
の
か

と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
新
し
く
１
本
買
っ
て
み

た
が
、
音
の
聞
こ
え
に
く
さ
は
同
じ
だ
っ
た
。
そ

し
て
、
起
き
が
け
の
検
温
の
と
き
に
は
、
補
聴
器

を
付
け
て
お
ら
ず
、
外
来
に
出
か
け
た
と
き
に
は 

使
用
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
ま
で
３
か
月
も

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。 

◇
聴
力
の
衰
え
に
よ
る
気
力
の
減
退
を
思
い
知 

ら
さ
れ
る
一
方
で
、
補
聴
器
を
つ
け
る
こ
と
で
な

い
と
思
っ
て
い
た
音
が
聞
こ
え
て
く
る
、
い
つ
し

か
失
っ
て
い
た
一
部
の
音
を
補
聴
器
で
取
り
戻

せ
た
こ
と
は
喜
び
で
あ
っ
た
。 

◆
朝
の
小
鳥
の
さ
え
ず
り
で
一
日
が
は
じ
ま
る
至

福
感
を
、
補
聴
器
を
買
お
う
か
と
迷
っ
て
い
る
外

来
の
患
者
さ
ん
に
、
病
気
の
こ
と
は
そ
っ
ち
の
け

で 「世
界
が
変
わ
り
ま
す
、
ぜ
ひ
買
っ
た
方
が
い
い
、

聞
こ
え
て
い
な
か
っ
た
音
が
聞
こ
え
て
く
る
の
で

す
よ
、
小
鳥
の
声
が
、
虫
の
無
く
聲
が
・・・」 

と
お
勧
め
し
て
い
る
。
よ
し
や
、
小
鳥
の
声
が
聞

こ
え
な
く
て
も
、
値
段
が
高
か
ろ
う
と
も
、
子
や

孫
に
遠
慮
し
て
聞
こ
え
な
い
Ｔ
Ｖ
を
見
て
い
る
よ

り
は
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
と
思
い
な
が
ら
。 

 

◆
体
温
計
の
話
の
つ
い
で
に
も
う
一
つ
気
付
い

た
こ
と
が
あ
る
。
身
体
機
能
の
正
確
さ
の
こ

と
で
あ
る
。 

昨
年
の
五
月
、
と
て
も
暑
い
日
だ
っ
た
。
昼

休
み
に
埼
玉
県
、
鬼
石
方
面
、
新
町
方
面
と

３
人
の
在
宅
患
者
さ
ん
を
往
診
し
て
来
た
こ

と
が
あ
っ
た
。 

走
り
回
っ
て
帰
っ
て
来
て
、
午
後
の
診
療
に

入
ろ
う
と
し
た
と
き
、
外
来
で
渡
さ
れ
た
体 
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温
計
が
３
７
度
６
分
を
示
し
ま
し
た
。 

 
慌
て
て
自
分
の
宿
舎
に
戻
り
、
１
０
分 

 

 
く
ら
い
休
ん
で
か
ら
も
う
一
度
測
っ
た 

 

 

ら
３
５
度
台
に
下
が
っ
て
い
た
。 

◇
昨
年
１
年
間
で
、
３
７
度
を
超
え
た
の

は
こ
の
と
き
１
回
だ
け
で
、
他
に
１
０
０

０
回
近
く
の
測
定
で
は
一
度
も
３
７
度

を
超
え
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
身
体

活
動
は
自
分
が
知
ら
ず
に
い
る
間
も
い

か
に
正
確
に
わ
が
身
を
統
御
し
て
い
て

く
れ
る
か
と
改
め
て
気
づ
か
せ
て
も
ら

う
こ
と
に
な
っ
た
。
感
謝
な
こ
と
で
あ

る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ヤ
マ
ボ
ウ
シ
（
山
法
師
） 

 

 

頭
巾
を
か
ぶ
っ
た
法
師
に
似
て
い
る
か
ら
と
命
名 

 

 
 

 
 

 
 

姫
紫
苑
（
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

都
忘
れ

 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

二
輪
草
？ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


